東京工芸大学　工学部　画像工学科　2005年度卒業論文

「色の同一性を利用した自然画像における車体抽出」
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Abstract

過去の本研究室での、車画像における車体抽出（背景除去）に関する研究では、「車体はミニカー」「背景は単一色」などという制約条件を必要としてきた。しかし、実車とミニカーでは無視できないほどの差があった。そこで本研究では入力画像に自然画像を利用し、より現実的かつ単純な方法で車体抽出をする方法を提案する。これにより従来の制約条件を緩和する。

まず入力画像に対し色変化を利用して大まかに背景を除去する。これによりある程度写る物が特定するので、ここから車体色を特定・抽出する。その後抽出された色を基に微分画像を鋳型として車体を復元し、補間、穴あき補正をして車体抽出をする。

実験画像では６０枚中１５枚成功で、半成功は２２枚、失敗は２３枚だった。

これは車体と路面の色が似ている場合は半成功する例が多く、車体に写りこみやグラデーションが強いものは失敗する例が多かったためと考えられる。

今後の課題としては、「単純な方法」「色のみで車体抽出」には限界があるので、形やその他の情報と併用して処理する必要があると考えられる。
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